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２０２４年 1月２１日池田自然観察会の記録 

 「猪名川の冬鳥たち」 

 定刻の午前 10時ぎりぎりまで小雨がぱらつき、観

察会を決行するかどうかの判断が難しい天候でした。

結果的には一般の方の参加者が 8人、スタッフが 10

人と予想外の集まり

となりました。 

  阪急電鉄の鉄橋

の付近から観察が始

まりました。「モヒカ

ン刈風の頭が特徴の

ヒドリガモの雄です。嘴がグレーで先端だけ黒いの

が特徴です。これは雄雌とも同じです。」「全身がシ

ルバーグレーのきれいな羽でおおわれたオカヨシガ

モです。雄の嘴は黒色ですが雌は橙色にまだらの黒

色です。」「嘴が黄色で頭部が緑色に見えるマガモ

の雄です。雌はオカヨシガモの雌と良く似ています

が、翼鏡が紫色でオカヨシガモの白と区別できます。」

「カモの雌は体の色模様が全体に茶色っぽく地味で

区別のつき難い個体が多いので、特に嘴の色を覚え

ておいて区別すると良いです」との説明。「くちば

しからおでこにかけて白くそれ以外の体全体が黒い

オオバンです」「雌雄の姿形がほとんど同じように

見えるカルガモです。この時期はつがいでいるので

体の大きな方が雄です。」「キンクロハジロもいま

した。」そうこうしている

と「ホシハジロの雌です」

「オナガガモの雌です」の

声、雄が一緒に居るのなら

分かるが単独の雌を見つ

けるとは、さすがはスタッ

フです。今日は数は多くな

いがカモの種類を沢山見る

ことが出来ました。ここか

ら上流へ向かいながら観察を続けます。 呉服橋の

少し下流でカワセミが姿を現しました。「カワセミ！」

の声に、みんな集 

 

 

 

 

 

 

まります。「この”ピッ””チッ”といった金属的な

声を覚えてください。コバルトブルーに輝く背中の

色と赤橙色の腹側の色のコ

ントラストが美しいです。

体の割りに大きな嘴で上手

に魚を捕ります。雄と雌の

体は大きさも色もほとんど

見分け付きませんが、下嘴の色に橙色があるのが雌

と見分けてください。」とスタッフの説明。 

呉服橋と中橋の間では、イカルチドリがコンクリ

ートブロックの上に 3 羽ほどが休息していました。

このあたりでハクセキレイ、セグロセキレイ、キセ

キレイ、イソシギなどが見られました。さらに中橋

の上流では、ジョウビタキ、シジュウカラ、ツグミ、

ヒヨドリなどの山鳥を見ることが出来ました。中橋

と絹延橋の中間あたりで上流の観察は終わり、また

元の場所へ戻り野鳥の観察は終了です。 

最後に参加者全員でカモの嘴の色に着目したクイ

ズを楽しんでから、今日見た鳥の確認、質疑応答を

して、観察会を終了しました。以上太字で書いた１

８種とそれ以外に観察できた野鳥は次の通りの１1

種合わせて２９種でした。コガモ、アオサギ、ダイ

サギ、コサギ、カイツブリ、カワウ、ウグイス、スズ

メ、ムクドリ、ハシボソガラス、ハシブトガラス 

 今日の参加者の情報源は、池田市広報誌、市内各

所に置かれてる緑のセンター発行のチラシ、掲示板

のポスター、インターネットなどと多岐にわたって

いました。          （Ｔ・Ｗ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.３７９（２０２４年２月１８日） 

五月山自然観察インストラクター連絡会 

五 月 山 都 市 緑 化 植 物 園 

大阪府池田市五月丘 5-2-5 ℡072-752-7082 

 

 

大阪府池田市五月丘 5-2-5 ℡072-752-7082 

＝池田自然観察会のお知らせ＝ 

＊３月のテーマ 五月山春のいぶき 

＊と    き  ２4年３月１７日（日） 

１０時００分～１２時 0０分 

＊集合・解散 緑のセンター 

＊持 ち 物  冬と春の服装、タオル 

＊参 加 費 300円  

＊指   導 五月山自然観察ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ連絡会 

＊問い合わせ 池田市緑のｾﾝﾀｰ ℡ 072-752-７０82 

火曜日休館（祝日の場合は翌平日） 

 



 

 

 

 

 

 

1 月２５日服部緑地にて、ミコアイサとトモエガ

モを見てきまし

た。 

ミコアイサは、う

ずわ池に雄 4羽、

雌１羽がいて、潜

って餌採りしたりする姿が見

られました。 

トモエガモは、新宮池に雄 3

羽雌 2羽が並んで泳いでいま

した。昨年は猪名川で雄 1羽 

を見つけましたが、

今年は一度に 5羽の

トモエガモを見ら

れ、しかも雌は初め

て見て、嬉しかった

です。雄と一緒に並んで

泳いでいたので、分りま

した。 

（豊中・土田） 

 

１月２９日 西畑公園のイロハモミジの枝にミノム

シを発見！ 

子どもの頃、秋になると公園

の木や街路樹でよく目にした

ミノムシ、最近はあまり見か

けなくなりました。ミノムシ

はミノガ科の蛾の幼虫。日本

に 20種類いるミノガの中で、

一般的によく見られていたの

はオオミノガとチャミノガ。 

1990年代の後半からオオミノガの天敵、外来種のオ

オミノガヤドリバエが西日本を中心に増えたことが

激減の原因だそうです。地域によっては絶滅危惧種

に指定されています。 

身近だった生き物を見つけにくくなることは、本当

に残念なことですね。     

（川西市・辻󠄀） 

 

 

 

 

 

１月２９日 猪名川にて 

今朝はかなりの冷え込みでしたが風が無く陽光が

温かく、この時期としては割りに快適なコンデショ

ンだった。 

今日特筆すべきは、ウグイスが姿を見せたこと（こ

れまでは、声はすれども姿は見せずでした）、カワセ

ミやキセキレイが何度も目の前に現れたり、カイツ

ブリが 6 羽の集団で現れたりしたことでした。そろ

そろツグミが河原に降りて来ても良い頃なのに、と

の期待に反して未だ河原には姿がありませんでした。 

ただ鳥合わせの直前に、遠くの樹の先に一羽のツグ

ミを見つけましたので、来月は河原に姿勢の良い姿

を多く観ることが出来る

ことでしょう。 

本日の観察範囲はビッグ

ハープの橋脚付近から猪

名川大橋下流の高木井堰

迄。観察できた鳥は２７種

類でした。本日観察できた

鳥；（カルガモ、コガモ、

ヒドリガモ、オカヨシガ

モ、マガモ、オオバン、ア

オサギ、コサギ、カワウ、

カイツブリ、イカルチドリ、イソシギ、セグロセキ

レイ、ハクセキレイ、キセキレイ、カワセミ、イソヒ

ヨドリ、トビ、ウグイス、ホオジロ、ツグミ、モズ、

ムクドリ、ヒヨドリ、ハシボソガラス、ハシブトガ

ラス、スズメ）        （小花・渡邉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★池田の自然 街角の話題をお寄せください★

あて先 池田市緑のセンター 

FAX０７２－７５２－７４０１ 

E-Mail：midoricenter@imsf.or.jp 

（E-Mailがお勧めです） 
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